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追加分析
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1. コロナ禍が調査結果に与えた影響分析
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①公共交通のコロナ禍の影響
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• 輸送人員は、コロナ禍前の令和元年と比較すると、外出の抑制や自動車など他モードへの転換等により、落ち込みが見ら
れるものの、コロナ禍を経て、直近はいずれの鉄道・バスも、緩やかな増加傾向にある。

⇒ 調査実施年である令和４年の西遠都市圏においては、公共交通機関の利用状況は以前の水準に戻りつつある最中のタイミ
ングと考えられる。

図 10月の輸送人員（バス）

■輸送人員

資料：各交通事業者の提供データ

図 10月の輸送人員（鉄道）



②外出に関わるコロナ禍の心理的側面への影響
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■感染者数の状況

資料：静岡県における新型コロナウイルス感染症対策～前例のない感染症への対応記録～

• 第5回調査実施時点は、静岡県において第７波から第８波に移行する谷間の期間である。

⇒ 外出に対する警戒心は比較的低い時期と考えられる。

図 感染者数の推移

調査対象期間



②外出に関わるコロナ禍の心理的側面への影響
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資料：第5回西遠都市圏パーソントリップ調査

• 調査日における在宅勤務・オンライン授業の実施者は、平日で約4.5%、休日で2.3%である。
• 在宅勤務・オンライン授業を実施した理由に新型コロナの影響を回答した割合は、平日で18.2%、休日で7.5%である。
⇒ 平日においては新型コロナの影響により在宅勤務・オンライン授業を実施せざるを得ない住民も一部には存在したものの、
実施者は限定的であることから、コロナ禍が外出率の低下要因として影響を与えた側面は限定的であると考えられる。

■調査日における在宅勤務・オンライン授業の実施状況
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図 調査日における在宅勤務・オンライン授業の実施状況
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図 在宅勤務・オンライン授業を実施した人における
新型コロナによる外出制限の影響の有無

資料：第5回西遠都市圏パーソントリップ調査



③コロナ後のネットショッピングの利用動向の推移

5資料：家計消費状況調査（2019～2023）

• 東海地方におけるインターネットを利用した購入行動を行っている世帯は、コロナ禍前（2019年）と比較するとコロナ禍
が始まった2020年で約5%増加し、その後もその水準が保たれている。

⇒ 2020年にネットショッピング等の利用が増加しているが、この利用水準が続くと想定して分析を実施する必要があると考
えられる。

■インターネットを利用した購入状況（世帯比率）

図 インターネットを利用した購入状況＜世帯比率＞（東海地方）
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※調査月の１か月間（１日～末日）におけるインターネットを利用した
商品・サービスの購入の有無を調査したものである。



④外出機会の創出・抑制の側面に関する影響
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• 外出機会に関わる支援としては、観光産業の支援を目的とした「今こそしずおか元気旅」や飲食店の支援を目的とした
「しずおか食べトクキャンペーン」が実施されていた。

• 制限としては、「参加人数5,000人超かつ収容率50%超」のイベントについて、主催者は感染防止安全計画を県に提出し、
県は確認と助言等を行う対応を取っていたが、計画書の提出があった場合、上限は収容定員までかつ収容率は100％まで
可能となっていた。

⇒ 落ち込んでいた私事目的の外出を促進する取り組みが実施され、外出も戻りつつあったと想定されることから、コロナに
よる外出機会への影響は少ないと考えられる。

■外出機会に関わる支援・制限

表 感染防止安全計画の概要

外出機会に関わる支援

外出機会に関わる制限

資料：静岡県における新型コロナウイルス感染症対策
～前例のない感染症への対応記録～



コロナ禍が調査結果に与えた影響分析 まとめ
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• 調査実施時期におけるコロナの影響について分析した結果は以下の通りである。
公共交通機関の利用状況は以前の水準に戻りつつある最中のタイミング
感染者数が落ち着き、外出に対する警戒心は比較的低い時期
在宅勤務・オンライン授業の実施者は少数で、外出率の低下に与えた影響は限定的
ネットショッピングの利用は増加し、上昇した利用水準が定着化したと見られる
私事目的の外出を促進する取り組みが実施され、規制も解除の傾向

• 以上の影響分析を踏まえると、コロナ禍が第5回調査の結果に与えた影響は存在するものの、その影響の程度は小さいと
考えられる。

• このため、コロナ禍が第5回調査の結果に与えた影響は特に考慮しないこととして、数値の変化は経年変化により生じた
ものとして捉えることを基本とする。
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2. 協議会での指摘を踏まえた追加分析
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①【現況分析】特定テーマ：交通（自動車）

• 自動車トリップ数は第4回調査と比べて減少しており、人口減少、外出率低下の影響が考えられる。
• 旅行速度が低い（20km/h未満）道路は、浜松市中心部で多くみられる。H22時点と比べてR3時点でその範囲が拡がってい
る。

• その他、H22時点と比べてR3時点では湖西市東部において旅行速度20km/h未満の道路がみられる。

■道路混雑の状況（朝・夕）

資料：平成22年度、令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査

図 旅行速度（朝・夕）

【H22（第4回西遠都市圏対象）】 【R3（第5回西遠都市圏対象】

令和6年度第１回協議会資料 一部抜粋

※旅行速度は上り・下りのいずれか遅い方を描画
※大型小売店は各調査時点の分布
※大規模工場は第5回調査時点の分布

図 自動車トリップ数

資料：第4回、第5回西遠都市圏
パーソントリップ調査



道路混雑状況の要因
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• 一部で増減している路線が見られるものの、都市圏全体では交通量の変化はあまり見られない。
⇒ 旅行速度の低下は、交通量の増加に要因があるとは言えない。

■交通量の変化

資料：平成22年度、令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査
図 交通量（24時間）

【H22（第4回西遠都市圏対象）】 【R3（第5回西遠都市圏対象】

大型小売店

※大型小売店は各調査時点の分布
※大規模工場は第5回調査時点の分布



道路混雑状況の要因
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• 都市圏全体で、混雑の著しい道路は減少している様子がみられる。
⇒ 交通量の結果と同様に、旅行速度の低下は交通量の増加に要因があるとは言えない。

＜参考＞混雑度の変化

資料：平成22年度、令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査
図 混雑度

【H22（第4回西遠都市圏対象）】 【R3（第5回西遠都市圏対象】

※大型小売店は各調査時点の分布
※大規模工場は第5回調査時点の分布



道路混雑状況の要因
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出典：国土交通省令和５年６月３０日記者発表資料「令和３年度全国

道路・街路交通情勢調査一般交通量調査結果の概要について」

■全国的な旅行速度の低下

図 全国道路・街路交通情勢調査における朝夕旅行速度の推移

出典：後藤誠ら、都市間高速道路における
交通性能の経年変化に関する研究

図 QV図の時点変化

• 全国的に見ると、令和３年の全国道路・街路交通情勢調査の朝夕の旅行速度については、平成22年の調査と比較して、全
体的にやや低下している。

• 平成22年の全国道路・街路交通情勢調査は、ホンダプローブデータと実走行観測のデータが出典となっている一方で、令
和３年は全国ETC2.0のデータが出典となっている点に違いがある。

• 研究レベルでは、この10数年程度の間に高速道路でのQVカーブ（交通量Qに対する旅行速度Vの関係性）が低下している
事象について、高齢化などのドライバーの属性変化や大型トラックのスピードリミッター装着の義務化や車速メーターの
基準変更などの自動車属性・性能等が変化したことを要因として示唆している研究論文*があり、一般道路においても同
様の事象が生じている可能性も考えられる。
＊：後藤誠ら、都市間高速道路における交通性能の経年変化に関する研究、交通工学論文集、第5巻、第2号（特集号A）、pp.A_90-A98、2019.2

⇒ 調査手法の変化やドライバーの高齢化などにより旅行速度が低下していることが、道路混雑が悪化しているように見える
要因となっていると推察される。
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②【現況分析】基礎集計 ～本体調査～
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• 総トリップ数は、第４回調査から第５回調査にかけて55万トリップ（約20%）程度減少している。
• 内外トリップは約10%程度増加しているものの、内々トリップで約20%減少している。
• 所要時間ランク別のトリップ数は、20分未満での移動が大きく減少している一方で、 40分以上の移動は微増している。
• 以上を踏まえると、生活圏内のような身近な空間での活動の量は減少しているものの、広域的な活動は微増しており、活
動量の減少と広域化の傾向が見受けられる。

資料：第4回、第5回西遠都市圏パーソントリップ調査

※第４回調査の調査圏域と合わせるため、第５回調査で新たに調査対象となった掛川市、菊川市の居住者は除外して集計している
※四捨五入による端数処理の関係で総数と内訳の計とが一致しない場合がある

図 総トリップ数の推移

資料：第4回、第5回西遠都市圏パーソントリップ調査

図 所要時間ランク別のトリップ数

■平日トリップ数の推移
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令和6年度第１回協議会資料 一部抜粋
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14資料：第4回、第5回西遠都市圏パーソントリップ調査

• 20分以下の短時間トリップは大きく減少しているが、総トリップ数の減少率（約19.7%）と比較して、業務目的のトリッ
プの減少率が46.1%で特に大きい。

⇒ WEB会議などのツールの普及・定着により、業務目的による移動が大きく減少している可能性がある。

■短時間トリップ（20分以下）の目的種類別トリップ数の変化

図 短時間トリップ（20分以下）の目的種類別トリップ数の変化（全手段）
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15資料：第4回、第5回西遠都市圏パーソントリップ調査

• 僅かな増加が見られた41分以上の長時間トリップについて、通勤目的のトリップが約7,000トリップ増加している。
• 通勤トリップODの変化をみると、浜松市旧西区や袋井市を除いて市区町の内々トリップが減少している一方で、市区町を
またぐトリップが一定数増加していることが確認できる。

⇒ 通勤に関する日常の生活圏が広域化していると見られる。

■長時間トリップ（41分以上）の目的種類別トリップ数の変化

図 長時間トリップ（41分以上）の目的種類別トリップ数の変化（全手段）

旧中区 旧東区 旧西区 旧南区 旧北区 旧浜北区 天竜区
旧中区 -10412.1 -2008.3 -1377.5 -3651.6 -233.1 435.3 53.3 326.2 -67.0 -111.0 1013.0 935.0 61.0 0.0 -70.0
旧東区 -1195.9 -3234.9 -329.0 -1815.0 719.5 941.4 250.0 -247.4 277.8 26.0 44.0 -382.5 -46.0 0.0 0.0
旧西区 -3659.3 -49.5 1237.6 -939.1 236.1 -415.7 56.8 37.0 -252.0 32.0 -163.8 -269.0 165.0 0.0 85.0
旧南区 -1466.4 -994.4 -1227.5 -4749.0 492.8 122.2 -104.0 -1136.2 418.3 -21.0 609.0 -35.0 62.0 0.0 -54.0
旧北区 -1952.9 -823.4 22.7 -617.7 -1550.4 536.6 845.5 -280.0 146.0 -45.0 -465.4 220.1 -303.0 0.0 85.0
旧浜北区 -889.3 197.9 -6.8 -15.5 1903.3 -2278.0 86.2 771.1 260.0 -19.0 -68.0 136.0 -28.0 0.0 -28.0
天竜区 -360.0 -251.0 62.0 -62.0 248.0 129.0 -2182.9 -341.0 -124.0 -72.0 -11.0 -135.0 -171.0 -24.0 0.0

-1417.8 -486.5 26.0 -139.3 1222.0 998.0 -271.0 -6523.7 -1667.4 184.0 64.0 294.0 -49.0 0.0 -14.0
-1705.0 -496.1 -268.0 161.0 -66.0 -32.0 285.0 -545.6 116.3 534.0 -24.0 146.0 180.0 0.0 -6.0
-144.2 164.4 -12.0 -100.2 43.6 67.4 -84.0 -304.0 -439.1 -595.1 -8.0 502.3 -5.0 0.0 0.0
-490.6 73.0 -525.8 -376.0 -300.7 -89.0 0.0 -136.7 -53.0 0.0 -3094.9 458.0 -1252.0 0.0 152.0

森町
湖西市

愛知県 長野県 その他

浜
松
市

磐田市
袋井市

通勤トリップの変化
到着地

出
発
地

浜松市
磐田市 袋井市 森町 湖西市 他静岡県

表 第4回調査から第5回調査における通勤トリップODの変化

※第5回調査の出発地、目的地、目的種類の不明を按分処理しているため、端数が生じている


